
関する作品を創作した経験のある筒井は、2人の出すアイデアに具体的な言葉

を加えていったといいます。「きたまりさんと白神ももこさんは「老い」を身体的に

とらえて、それと現在の彼女らの思いや、彼女ら自身の身体との比較をダンスと

して表現することになるでしょう。わたしはそれをじっくり観察しながら、もっと根

本的なこととして、今、彼女らが老いについて創作する意味をあらゆる方法で浮

き上がらせていくことになると思います。」（筒井）

現在は、高齢者の身体のイメージを具現化してみている作業を行ったり、老人

福祉施設に行って見学を行っている3人。その中で「老い」というキーワードに対

してポジティブな発見が多くなってきたといいます。作品については、「白神さん

も、筒井さんもバカバカしい事を平然と鮮度を落とさずに舞台にあげる方だと思

うので、そんな作品にはなると思います。地味な面白さが繊細な表現になってゆ

く過程をクリエイションで試していきたいと思います。」（きたまり）。

11月17日からの京都芸術センターで「老いる」とは何か、「身体」とは何かをひ

もとく為の約1か月にわたるクリエイションが始まります。どうぞお見逃しなく。

きたまり×白 神ももこ×筒 井 潤

腹は膝まで た れ さ が る

TO P I C  01

「老いた身体」というと、ネガティブな側面だけで捉えられるかもしれませんが、本作ではきっと、様 な々「老
い」をご覧いただけるはず。初共演となる3人がどのような作品を創り出すのか、今から目が離せません！

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

KAC Performing Arts Program 2014 / Contemporary Dance
きたまり×白神ももこ×筒井潤 『腹は膝までたれさがる』
日時：	12月12日（金）19:30、13日（土）15:00☆、14日（日）15:00
	 	 ☆アフタートークあり
会場：	講堂
演出：	筒井潤　振付・出演：きたまり、白神ももこ
※イベント情報（P2）もご覧ください

2 012年度より京都芸術センターで開催しているKAC	Performing	 Arts	

Programでは、舞台芸術の創作・発表へのさまざまな取り組みを通して、そ

の可能性に挑戦しています。2014年度のダンス部門では、スウェーデンを拠点

に国際的に活躍する振付家・ダンサー	大植真太郎によるワークショップとショー

イングを7月に実施。9月には、東京円形劇場（東京）と「fi	foo	program」（ウィーン）と

の連携で3組の振付家による新作ソロ作品を創作しました。そして12月は、筒井

潤演出、きたまり・白神ももこ出演の「腹は膝までたれさがる」を創作上演します。

今回の公演に出演するのは、京都を拠点にダンスカンパニー「KIKIKIKIKIKI」

を主宰し、多彩な活動で注目を集めるきたまりと、東京を拠点に精力的な創作活

動を行い、ダンス・パフォーマンス的グループ「モモンガ・コンプレックス」の主宰

者でもある、白神ももこ。演出は公演芸術集団「dracom」で活躍する筒井潤が担

当し、横浜・急な坂スタジオとの連携のもと、2都市で開催します。

関東と関西、それぞれの地で活躍する2人のダンサーの出会いは2006年初対

面のお互いの印象はあまり良くなかったそうですが、気になる存在として意識し、

徐 に々打ち解けていき、今では手をつないで楽しく談話するような「気が合う」関係

になったといいます。ここに、きたまりと長年交流のあった演出家・筒井潤が加わり、

表現により一層の広がりが加わることになります。「きたまりさんと会うのは３回目く

らいなのに、手をつないで楽しく談話するような、不思議な距離感でいます。筒井

さんとは、今回初めてお会いするのにも関わらず、いとこのお兄さんみたいな近し

さを感じました。やんちゃな少年感があって小学生の頃が容易に想像できる方だな

と思いました。三人集まると親戚の寄り合いみたいになるのが不思議です。」（白神）

本作でテーマとなるのは「老い」。「共通点の話しているときに、白神さんとの

共通点として「おばあちゃんっぽい」というキーワードが出たのがきっかけです。

それにお互い大女優の杉村春子のファンなので。」（きたまり）このキーワードを受

けて、筒井が持ち込んだシモーヌ・ド・ボーヴォワールの著書『老い』からの言葉

が、本作のタイトルとなりました。実際にシニア劇団の指導や、高齢者の自殺に

K A C  Pe r f o r m i n g  A r ts  Pr o g ra m  2014  /  C o n te m p o ra r y  Da n c e

イラスト	斉藤高志

きたまり
「K I K I K I K I K I K I」主宰、振
付家・ダンサー。「TOYOTA	
CHOREOGRAPHR	 AWARD	
2008」"オーディエンス賞"「横浜
ダンスコレクショR2010」"未来に
はばたく横浜賞"受賞。2010年～
2013年伊丹アイホールの「Take	
a	 chance	project」や「KYOTO	
EXPERIMENT2011」で新作共
同制作を行う。「We	dance	京都
2012」ディレクター他、ダンスシー
ンの活性化と舞台芸術の可能性
の広がりを目指し、2013年「Dance	
Fanfare	Kyoto」を立ち上げる。

PROFILE

白神ももこ （しらが ももこ）
東京都出身。無意味・無駄を積
極的に取り入れユニークな空間
を醸し出す振付・演出には定評
があり、自ら作・演出するモモン
ガ・コンプレックスでは、ダンス・
パフォーマンス的グループと名づ
け、ダンス？な活動を通して世界
の端っこに焦点をあてる。2011
年より急な坂スタジオの坂あが
りスカラシップに選考され活動。	
近年では、『ご多分にもれず、ふ
つう。』や『秘密も、うろ覚え。』な
どがある。フェスティバル/トー
キョー１４にて『春の祭典』を上演。

筒井潤 （つつい じゅん）
演出家、劇作家、俳優。2007
年にdracomの作品『もれうた』
で京都芸術センター舞台芸術
賞受賞。dracomでの活動の他、

『女3人集まるとこういうことに
なる』におけるダンサーへの演
出や、DANCE	BOX主催『新長
田のダンス事情』パフォーマンス
演出、高槻シニア劇団そよ風ペ
ダルの講師を務める。また、山
下残振付作品やマレビトの会、
KIKIKIKIKIKI、維新派、作：松
田正隆・演出：松本雄吉『石のよ
うな水』などに出演。
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

小谷元彦 『Terminal Moment』
京都出身で世界的に活躍する現代美術家・小谷
元彦による個展。
会期：	11月11日（火）－12月14日（日）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南ほか

Kyoto Art Center×Asialink 
; Asialink Arts Residency Program 2014
ジェイ・コッヘル オープンスタジオ

「Reading Air」
京都芸術センターに滞在中の造形作家ジェイ・
コッヘルによる経過発表。
会期：	12月20日（土）－12月26日（金）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	制作室4

伝統

月イチ☆古典芸能シリーズ
第18回「寄席囃子を知る」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企
画。12月は、上方落語には付きものの太鼓と三
味線について実演を交えながらお話しします。
日時：	12月10日（水）19:00－20:30
会場：	和室「明倫」
講師：	桂二乗（落語家）、桂小鯛（落語家）、豊田

公美子（三味線）
料金： 無料
定員： 30名（先着順／要事前申込）

素謡の会・関連企画
「観能ツアー♯6 《朝長》《鞍馬天狗》」
能《朝長》《鞍馬天狗》についての解説の後、「林
定期能」の鑑賞するツアーを行います。
日時：	12月14日（日）
	 レクチャー  10:15－11:15
　　　「林定期能」 12:00－17:00
※10:00に受付を開始します。10:30を過ぎるとキャン

セル扱いとなります
会場：	京都観世会館
講師：	田茂井廣道（能楽師・シテ方観世流）
料金：	3,500円（レクチャー、「林定期能」鑑賞料込）
定員：	30名（要事前申込／先着順）

京都芸術センター叢書
『継ぐこと・伝えること』トークイベント
書籍テーマである「継ぐこと」と「伝えること」につい
て実演家と識者が実演も交えてお話します。
日時：	12月17日（水）19:00－20:30
会場：	ジュンク堂書店大阪本店3F喫茶スペース
ゲスト：茂山あきら（大蔵流狂言師）
聞き手：畑律江（毎日新聞社学芸部専門編集員）
料金： 無料
定員： 40名（先着順／要事前申込）
問合せ：ジュンク堂書店大阪本店
　TEL：06-4799-1090

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、開
催するお茶会。席主によって趣向が異なるので、毎
回新たな楽しみを見出せるのが魅力です。

「ひとひと茶会─初釜─和ろうそくのおもてなし」
和ろうそく職人・大西巧を席主に招き、和ろうそ
くのわずかな灯りの中で行う茶会。
日時：	2015年1月24日（土）
	 10:00／11:00／13:00／
	 14:00／15:00／16:00
会場：	和室「明倫」
席主：	大西巧（和ろうそく大與 四代目主人）
内容：	抹茶
定員：	各席14名
料金：	1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･電

話番号･希望時間、同席希望の方がいる場
合は氏名を明記の上、2015年1月5日（月）ま
でに申込〔必着〕。ウェブサイトからも申込可。
応募者多数の場合は抽選

音楽

KAC Performing Arts Program 2014 / Music
若手作曲家シリーズ3 増田真結×山口茜
モノオペラ「ひとでなしの恋」
日時：	12月20日（土）開場17:30 開演18:00
会場：	講堂
作曲：	増田真結（作曲家）
脚本・演出：山口茜（劇作家、演出家）
出演：	藤木大地（カウンターテナー）
	 松尾恵美（ダンス）
演奏：	中川佳代子（箏・地歌三絃）、中村圭介（ピアノ）、

上中あさみ（打楽器）
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）
※Topic02（P4）もご覧ください

明倫レコード倶楽部 【其ノ53】
「音をきく」　 
日時：	12月21日（日）16:00－18:00
会場：	講堂
司会：いしいしんじ（作家）
曲目：	チャーリー・パーカー「エムブレイサブ

ル・ユー」ほか
料金：	500円（ドリンク付）
定員：	100名（要事前申込／先着順）

演劇

KAC Performing Arts Program 2014
/ Contemporary Theater Program
演劇計画Ⅱ －戯曲創作－

「Read in Progress」
2015年の新作上演に向けて、戯曲を創作するプロ
グラム。執筆途中の長編戯曲の一部をドラマリー
ディング形式で発表。ゲストによるトークもあり。
Vol.5  山崎彬
日時：	12月21日（日）13:00－15:00
会場：	フリースペース
出演：	山崎彬ほか
料金：無料（要事前申込／先着順）
定員：80名

ダンス

KAC Performing Arts Program 2014 / 
Contemporary Dance

「腹は膝までたれさがる」
日時：	12月12日（金）19:30
	 13日（土）15:00★
	 14日（日）15:00
	 	 ★アフタートークあり
会場：	講堂
演出：	筒井潤
出演・振付：きたまり、白神ももこ 
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生前売2,000円／当日2,500円
※Topic01（P1）もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

Gg 「朝のゆったりストレッチ」
様々な呼吸法を用いて、身体を伸ばします。心
身共にスッキリした状態で、気持ちのよい１日を
スタート！
日時：	12月2日（火）10:30－11:30
会場：	制作室10
定員：	10名
持ち物：水、床に敷けるもの
※動きやすい服装でお越しください

新世界ゴールデンファイナンス
「新世界ヒップホップファイナンス」
ヒップホップの動きをベースに、スローモーショ
ンのようにゆ～っくりしたり、不思議な動きを盛
り込んだり。最後に簡単な発表会を行います。
日時：	12月3日（水）15:00－17:00
会場：	制作室12
定員：	5名
対象：	ダンス経験の有無に限らずどなたでも

参加可能
※動きやすい服装でお越しください

渡邉野子 「私だけの美しい世界を描く」
水で溶ける油絵の具を使い、小さなキャンバス
に、あなただけの美しい世界を表現します。クリ
スマスプレゼントにもピッタリ！
日時：	12月7日（日）13:00－15:00
会場：	制作室2
定員：	15名
料金：	300円（材料費として）
※完成した作品はお持ち帰りできます。汚れてもよい

服装でお越しください

このしたやみ 「からだで本をよむ 7」
声に出してみたり身体を動かしてみたり、物語
の世界で一緒に遊びましょう。
日時：	12月10日（水）19:00－21:30
会場：	和室「明倫」
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

dracom 国際共同制作
『Antigone Dead People』 
公開稽古＋レクチャー
録音された台詞を用いてギリシア悲劇『アン
ティゴネー』の最新の解釈を提示するSmall 
Wooden Shoe（カナダ）／dracom（日本）共同制
作『Antigone Dead People』の公開稽古とレク
チャー。
日時：	12月21日（日）14:00－16:00
会場：	制作室5
定員：	20名

山田珠美 「絵本とダンス」
絵本を読んだ後に、その絵本の中の出来事をダ
ンスにします。大人も一緒に、大きく動きます。
3歳から楽しめる本を予定していますが、小学生
も参加していただけます。
日時：	12月23日（火・祝）14:30－15:30
会場：	制作室12
対象：	3歳～小学校低学年児童と保護者
定員：	5組（12名程度まで）
※動きやすい服装でお越しください

男肉 du Soleil 連続WS
１．「クリスマスイブダンス」
クリスマスソングを男肉 du Soleilオリジナルの
振付で一緒に踊りましょう。
日時：	12月24日（水）18:30－20:00
会場：	制作室8
定員：	8名
※動きやすい服装でお越しください

2．「団長のお気楽ラップ講座 初級編」
男肉団長・池浦さだ夢による、簡単ラップ講座。
ラップに不可欠な韻を見つける楽しさを味わい
ましょう。
日時：	12月26日（金）15:00－16:30
会場：	制作室11
定員：	8名
対象：	ラップに興味のある方
※ペンとノートをお持ちください

3．「団長のお気楽ラップ講座 中級編」
即興でラップの歌詞を作っていく「フリースタイ
ル」に挑戦。言葉を音に自由にのせていく心地
よさを、ぜひ体験してみてください。
日時：	2015年1月5日（月）18:30－20:00
会場：	制作室11
定員：	8名
対象：	ラップに興味のある方
※ペンとノートをお持ちください

発表支援事業（共催事業）

川上幸子展
『Lineament－線と生成、或いは解体－』
線を緻密に構成させることによってつくられた、
多様な形象を感じさせる抽象形のドローイング
や彫刻、インスタレーションを展示。
会期：	11月26日（水）－30日（日）〔大広間〕

11月26日（水）－12月7日（日）〔和室「明倫」〕
	 10:00－20:00　※会期中無休・入場無料
	 	 ※両会場とも最終日は17:00まで
会場：	大広間・和室「明倫」
主催：	Lineament実行委員会
　E-mail：info.sachiko.kawakami@gmail.com

［関連企画］アーティスト・トーク
作品や展覧会について出展作家が解説します。
日時：	11月29日（土）16:00
会場：	和室「明倫」
進行：佐藤一進（京都精華大学専任講師）
料金：	無料（事前申込不要）

レクチャー&シンポジウム 「中欧の現代美術」
中欧6か国のキュレーターと研究者を招き、各
国の文化芸術や歴史、社会について学ぶレク
チャー&シンポジウム。逐次通訳あり。
日時：	12月6日（土）
	 〔レクチャー〕14:00－15:30
	 〔シンポジウム〕16:00-19:30
会場：	ミーティングルーム2
講師：	マリア・ポプシェンツカ（ワルシャワ大学

美術史学研究室教授）、マリエ・クリメショ
ヴァー（カレル大学哲学部美術史学科教授）、
ゾラ・ルスィノヴァー（スロヴァキア美術アカ
デミー教授）ほか

料金：	無料（事前申込不要）
主催：	京都市立芸術大学
問合せ：京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA
　TEL：075-253-1509  

『千麗舞台美術展－舞の靈性』
西川千麗の舞台衣裳。舞扇・かつらを展示。
会期：12月6日（土）―13日（土）10:00-20:00
	 	 ※入場無料・会期中無休
	 	 ※最終日は18:00まで
会場：	フリースペース

［関連企画］
1. コンサート
日時：12月6日（土）18:00
出演：河崎純（コントラバス奏者・作曲家）
2. 列品解説－千麗の會×小林衣裳店×かづら倖
日時：12月10日（水）18:00
3. トーク 長艸敏明（京縫作家）×前原和比古（舞台監督）
日時：	12月13日（土）13:30
※会場はすべてフリースペース
※入場無料・事前申込不要
主催：千麗の會
　TEL：075-822-0217

大人と子どもの日本舞踊体験教室
日時：	12月14日（日）14:00－16:00
会場：	和室「明倫」
講師：	藤蔭静樹（藤蔭流）
料金：	500円（茶菓・テープ付）
持ち物：着物、足袋
申込方法：電話・FAX・E-mailで、参加者の氏

名、年齢、連絡先をご記入の上お申し込
みください。（先着順20名）

	 	 ※申込締切は、開催日の１週間前まで。
主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258　

30回有効のパスポート カウント 24・23・22
黒子沙菜恵×竹ち代毬也=豊田奈千甫
30回の上演を目的とした音楽家とダンサーによ
る期限限定のパフォーマンス。
日時：	12月16日（火）19:30
	 17日（水）19:30
	 18日（木）15:00
	 	 ※開場は開演の20分前
会場：	講堂

出演：	黒子沙菜恵（ダンスほか）、竹ち代毬也（ダ
ンスほか)、豊田奈千甫（音ほか）

ゲスト出演：田中遊（俳優）
料金：	前売2,200円／当日2,500円
主催・問合せ：30回有効のパスポート
　TEL: 090-9546-5726

予言と矛盾のアクロバット
Ideas on the move #10

『Stolen Names』
本来、展覧会で提供されるはずの作品について
のあらゆる情報を明示しない状態で行なわれる
展覧会。
日時：	12月19日（金）－27日（土）
	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南
料金：	無料　
主催・問合せ：予言と矛盾のアクロバット実行委員会
　E-mail：info@aaccrroobbaatt.com

京都こども能楽囃子教室
日時：	12月21日（日）
	 17:30－18:50（笛・小鼓教室）
	 18:50－20:10（大鼓・太鼓教室）
会場：	ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象：	小学1年生～中学3年生
料金：	1,000円（開催日の3日前までに申込）
主催：一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

制作支援事業

ヨーロッパ企画イエティ#9
『カレの居ぬ間にビッグフット！』
日時：	12月18日（木）19:00
	 19日（金）19:00
	 20日（土）13:00／18:00★
	 21日（日）13:00／18:00★
	 	 ★の回は「おまけトークショー」あり
会場：	元・立誠小学校 音楽室
料金：	前売2,500円／当日3,000円
問合せ：サウンドクリエーター　
　TEL：06-6357-4400

サウンド・ライブ・トーキョー
『Antigone Dead People』

Small Wooden Shoe＋dracom
日時：12月27日（土）19:30
	 28日（日）19:30
会場：	SuperDeluxe（東京都港区）
料金：	前売2,500円／当日3,000円
問合せ：PARC－国際舞台芸術交流センター
　TEL：03-5724-4660

第236回 市民狂言会
日時：	12月5日（金）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：「横座」、「千切木」、「抜殻」、「胸突」
出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、京都観世会
館、チケットぴあ（Pコード：439-240）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸

術センターにて取扱

第323回 市民寄席
日時：	2015年1月21日（水）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演・演目：露の紫「金明竹」 

林家染弥 改メ 三代目林家菊丸
　「ふぐ鍋」 
桂文喬「天狗裁き」 
笑福亭福笑「入院」（出演順） 

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（P コード：440-515）

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事
業および　印の共催事業・制作支援事業

Kyo×Kyo Today vol.5
日時：2015年1月30日（金）
	 開場18:30 開演19:00
	 	 ※受付開始18:00
会場：	講堂
出演：	小谷口直子（クラリネット）、垣本昌芳

（ホルン）、長谷川真弓（ヴァイオリン）、
山本美帆（ヴァイオリン）、金本洋子
（ヴィオラ）、木野村望（ヴィオラ）、ドナ
ルド・リッチャー（チェロ）

料金：一般前売1,800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）
チケット取扱：京都芸術センター、チケッ

トぴあ（Pコード：247-337）

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレ
ブン、サークルＫサンクス）の専用端末などから
ご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

「冬休み芸術体験教室」参加者募集
日時：	①俳句と書画の教室
　　　　 …12月25日（木）、26日（金）

　14:00-16:00〔両日参加必須〕
②描く教室
　…2015年1月6日（火）
　　 14:00-16:00
③粘土の教室（親子）
　…2015年1月7日（水）
　　14:00-16:00

	 	 ※1月12日（月・祝）－18日（日）に作品展を予定
会場：	ミーティングルーム2
対象：	①②小学3年生～中学3年生 

③小学1年生～6年生と保護者
料金：無料
申込方法：往復はがきに氏名（ふりがな）・学

校名・学年・郵便番号・住所・電話番
号・保護者名・希望の教室を記入の上、

「冬休み芸術体験教室」係まで送付
締切：12月8日（月）〔必着〕

平成27年度 共催事業（発表支援事業） 募集
京都芸術センターは、芸術文化に関する
制作の現場であるとともに、その成果を発
表する場を提供しています。
募集内容：公演、展覧会、講演、ワークショッ

プなど、芸術文化に関係し、京都芸
術センターで実施する必要性が高い
と判断される事業（これまでに別の会場
で実施されてきた教室・発表会等は、原則
的に含みません）

使用期間：2015年5月18日（月）－2016年3
月31日（木）
使用会場：講堂、大広間、フリースペース、

ミーティングルーム2、和室「明倫」
※最終的な使用日時・会場は、審査後に調整の

上、決定。応募の際は、希望日を記入
使用料：無料
条件：
・	意欲的な芸術表現を試み、活動を継続

的に展開または支援していること
・	市民との交流に対して意欲的であること

・	制作室使用申請との重複申請は原則と
して不可

・	営利目的、宗教的・政治的行事などは不可
締切：12月10日（水）〔消印有効〕

Dance 4 All 2014 ファシリテーター募集
2015年5月の公演へ向けて、ワークショッ
プやリサーチを行い、コミュニティとともに
作品をつくる意欲に満ちた方の応募をお
待ちしています。
選考日程：12月下旬
創作期間：2015年4－5月
公演時期：2015年5月下旬
応募条件：ダンス経験を有し、意欲的に取
り組める方

最終選出人数：１～４名程度
締切： 12月20日（土）〔消印有効〕
サポート内容：
1.	リサーチ及びワークショップ謝礼※宿泊
費、交通費の支給無し

2.	対象参加者への呼びかけ、及びアドバイ
ザーの紹介

3.	ワークショップ、創作のための場所提供

「PARASOPHIA: 京都国際現代芸術
祭2015」サポートスタッフ募集
会期中の運営業務を支えるサポートスタッ
フを募集。芸術を学ぶ学生、アートに興味
がある方、とにかく芸術祭に関わってみた
い！という方、ぜひご応募ください。
登録締切：12月31日（水）
活動期間：2015年3月7日（土）－5月10日（日）
※事前研修、勉強会等を予定しています。
対象：
・	18歳以上。国籍不問。日本語の会話能

力を有する方
・	研修にできるだけすべて参加できる方
・	英語等多言語のできる方歓迎
※活動は無償（報酬・交通費なし）。事務局の負担

により、ボランティア保険に加入
募集説明会：
　日時：12月12日（金）19:00－20:30
　会場：ミーティングルーム2

その他詳細は募集要項をご覧ください。
募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに京都芸術センターまで送付
または持参（持参の場合は締切日の20時まで）
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とを可能にするクリステンセンが叩き出す複合的なビート

に、若いながらも老練プレイヤーのような佇まいで低音部

を支えるモーガンのベース、そして神経質にエフェクター

を調整して残響音などを巧みに効かせながらスローなフ

レーズを次々に繰り出すブロのギターが織りなすアンサン

ブルは、選り抜かれた一音一音で３者が音空間をデザイン

していくかのよう。時にはブロの演奏するギターの残響音

からアナログ・シンセサイザーで発したような電子音が立

ち上ってきたりと、ゆったりと叙情的に奏でられるトリオの

演奏は、即興を主体としながらも周到に計算された仕掛

けに満ちており、ありきたりのジャズ・ギター・トリオとは一

線を画するサウンドを展開するスリリングなものであった。

どちらかと言えば音響派～ポスト・ロックのギタリストのよ

うなリフを繰り出すブロに、ジャズっぽさをキープしつつも

そのような音にも柔軟に寄り添うモーガン、60年代から活

躍するベテランならではの深みと余裕を持ちながら若い

両者の音に対応するクリステンセンという組み合わせも絶

妙で、斬新なアプローチと長い歴史のなかで培われてき

た欧州ジャズらしい美学がナチュラルに同居した演奏は、

典型的なジャズの語法にとどまらない音ながらもやはり

ジャズから派生した音であるという豊かさを感じさせた。

60年代末からヨーロッパのジャズを牽引し続け、近年も

また現代ジャズの先端と呼べる作品を連発して注目を高

める名門ECMの最新型を体感できた貴重な夜だった。

小田原のどか作品展《↓》
9月24日（水）－11月11日（火）

同志社女子大学 mscギャラリー（京都府京田辺市）

同志社女子大学で開催された小田原のどか作品展

《↓》の会場に入ると、その展覧会名に相応しく、ネオ

ン管で形作られた赤く光る「矢印」が屹立していた。壁面

には古い地方新聞から複写された写真が掲示されてお

り、そこには地面に突き刺さった一本の柱が写っている。

それは1946年から48年までの間、長崎市松山町に立っ

ていたという記念標柱である。標柱には「原子爆弾中心

地」と書かれており、そこが爆心地であることを教えてく

れる。小田原の矢印作品はこの原爆標柱を原寸サイズ

で再現したものなのである。

以前より小田原は、矢印をモチーフとした立体作品を

彫刻史の文脈において制作してきた。一方で彫刻は街

中の記念碑や、建築に付随したレリーフとして特定の場

と深く結びついてきたし、他方で近代において彫刻は特

定の場から切り離されることで作品としての自律性を獲

得してきた。その形態において物理的にその場を〈ここ〉

と指し示す彼女の矢印作品は設置場所との強固な結び

つきを有している。と同時に、その結びつきは必然性を

欠いた脆弱なものでもある。矢印が指し示す〈ここ〉は

無限に交換可能であり、設営場所に応じてあらゆる場を

〈ここ〉と指し示しうるからである。彫刻の条件を場との

関係において問いなおすこと、それが小田原の矢印作

品の取り組みなのである。

原爆標柱の代替物によって〈かつて・そこ〉を〈いま・こ

こ〉へと転移させる本作においても彫刻と場の関係が問

われている。しかし、本作はこうした問題系に収まりきら

ない不穏さを醸し出している。先に筆者は本作について

「矢印」と記述した。しかし、それは正確ではない。原爆

標柱とそれを模した本作は、ともに矢羽を思わせる形状

を有しており、その先端は地面に突
・ ・ ・ ・ ・ ・

き刺さっている。した

がって両者は「矢印」ではなく「矢」と記述すべきなのであ

る。中立的な記号である矢印とは異なり、矢とは誰か（客

体）に向けて誰か（主体）が放つ暴力的な武器である。地

面に突き刺さった矢は暴力の客体を〈ここ〉と指し示す。

と同時に、〈ここ〉に向けて暴力を放った主体の存在をも

示唆するのである。とはいえ、実際のところ矢はただ突

き刺さっているのみで、それが示唆する暴力の主体は不

在であり不明である。垂直に屹立する矢の来し方を見上

げたとしても、もはやそこには何もない。標柱に書かれ

た「原子爆弾中心地」という言葉によって初めて私たち

はその暴力の主体が原爆（あるいは米軍）であることを

知るのである。しかし、小田原は原爆標柱を再現するに

あたってその言葉を消去し、その箇所を空白のまま残し

ている。小田原の作品の不穏さはここに由来する。本作

は、暴力の客体を〈ここ〉と指し示すのみで、その主体は

空虚なままなのである。赤く光る矢は、上空から〈ここ〉

へと届けられた送り主不明の暴力、それも原爆と代替し

うるような圧倒的な暴力を実体化している。そして、その

〈ここ〉という宛先は、どの場所とも無限に交換可能な

のである。

はやしだ	あらた／京都市立芸術大学芸術資源研究センター研究員●こ
の原稿を執筆している時に赤瀬川原平の訃報が飛び込んできました。彼
の活動のひとつである超芸術トマソンは、確実に多くの人の「街の見方」
を変えたと思います。

空と〈ここ〉のあいだに

美術

林田新

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　12 / 1 ▲ 12 / 31

図書室休室日：12月27日（土）

名門ブルーノートに在籍しながらヒップホップ色の強い

『ブラック・レイディオ』でグラミー賞のR&B部門を制したピ

アニストのロバート・グラスパーを筆頭に、従来のジャズの

フォーマットに留まらない新感覚の音楽家が次 と々台頭し

ている近年のジャズ・シーン。デンマークを拠点に活動する

78年生まれのギタリストのヤコブ・ブロも、2000年代前半に

大御所ドラマーの故ポール・モチアンのグループに抜擢さ

れて名を馳せ、ポスト・ロックやオルタナ・カントリーを通過

した独創的なフレージングとエフェクター類を多用した演奏

で、ビル・フリーゼル（g）やリー・コニッツ（as）といった大物を

迎えてのリーダー作から、ビョークの2001年作への参加で

知られる同郷の電子音楽家のオピエイト（Opiate）とのコラボ

作までも発表している異才。今回の来日公演は、日本の菊

地雅章（p）が欧州を代表するジャズ・レーベルのECMに録音

したアルバムでも好演した若き天才ベーシストのトーマス・

モーガン、70年代のキース・ジャレット（p）のヨーロピアン・カ

ルテットをはじめとして60枚近くのECM作品に参加してきた

ノルウェーの重鎮ドラマーのヨン・クリステンセンを従えての

トリオで、すでにこの3人でECMに録音を終えているという

最新作の境地をCD発売に先駆けて披露してくれた。

シンバル類とタムを多用しながら、自由度の高いリズム

解釈で他の楽器がその上で泳ぐようにフレーズを紡ぐこ

よしもと	ひですみ／音楽ライター●新世代ジャズの動きをまとめた『JAZZ	
THE	NEW	CHAPTER	2』（シンコー・ミュージック）で、本文でも触れたECM
におけるワールド・ミュージックとの関わりについて執筆しています。

現代欧州ジャズの
最新型を体感

川から見透かす
大阪という都市

音楽

演劇

JACOB BRO TRIO 
10月1日（水）　 
ドルチェ・アーティスト・サロン大阪 （大阪市北区）

維新派『透視図』
10月11日（土）－28日（火）

中之島GATEサウスピア（大阪市西区）

吉本秀純

正木喜勝

防寒具を鞄に詰め、ちょっとした旅支度で中之島GATEに

向かう。屋台で買ったモンゴルパンを頬張りながら開演を

待つ。会場は、堂島川と土佐堀川が合流し、大阪湾へと注

ぐ安治川の南岸。もちろん野外だ。舞台の向こうに高層ビ

ルと高架橋のシルエットがくっきりと見える。

このロケーションを活かしてパフォーマンスは展開され

る。ここは舟運の要所で、明治には大阪開港の地にもなっ

た。維新派代表作の一つ『水街』（1999）でも描かれたように、

戦前から多くの労働者が移り住んだ場所でもある。川から

海へという水の流れと、海から陸へという人々の流れが、劇

の進行とともに浮かんでくる。

ガタロと名乗る主人公の少年は、夢の中で、少女／ヒツ

ジと出会い大阪の街を旅する。いわゆる会話劇のように明

確なストーリーがあるわけではないが、緩やかな関連をもっ

てシーンは続いていく。ビルが立ち並ぶ風景、どこか懐か

しい路地裏の風景、そして川のある風景の中を二人は走

る。旅は過去にも遡る。少女の祖母は琉球から、父は朝鮮

半島から渡ってきた。家族は酉島、四貫島、桜島、南恩加

島を転 と々した。祖母や母が暮らした川辺の営みや行き交

う人々、多くの「移民」を取り込んで工業都市として発展する

大阪の街並みが、この土地に眠る歴史の地層から呼び起こ

されたかのように蘇って、現在の大阪と交錯する。

と言ってもそれらは具象的に表現されたのではなく、観客

である私がそういう幻を見たという話である。白塗りの俳優

達は照明を浴びてほのかに赤茶ける。反復される独特の音

楽を伴った、夜の暗さに浮かぶモノクロームの世界。「工場、

煙突、三角屋根、……」「電柱、電線、瓦の屋根、……」など

の単語が変拍子で羅列されるだけで、想像の街が、郷愁に

似た不思議な気持ちをかき立てながら、私の眼前に広がっ

てゆくのだ。

俳優のダンスのような振る舞いの多くは、走る動作を元

に様式化されている。それは都市を駆け巡る様などを表し

ているが、「吸って、吐いて吐いて、吸って」の台詞が暗示す

るように、人間個人の生命の律動をも感じさせる。その「走

る」という振る舞いが集団で形成、すなわち群舞になると、

もっと大きな別の流れを想起させる。それは都市の脈動で

ある。都市が巨大な生命体の様相を呈し、向こうのビルの

赤色灯の明滅が呼吸に、橋を渡る車の後尾灯が血液の流

れにさえ見えてくる。

しかし都市が脈動を打ち始めると、躍動していたはずの

個人は、機械の一部品のように都市の中に埋没してしまう。

劇の中程に登場し、少年を刺し殺そうとした青年が「260万

分の1という牢獄」の中でもがいていたように、個人の存在

意義を亡失してしまうのも都市の一つの姿である。大阪とい

う都市を多義的に描いた秀作だったと思う。
（10月20日、23日観劇）

まさき	よしかつ／演劇研究・批評●最近劇評を書くのが難しい。とくに維
新派の体験を言語化するのは難しい。10のうち1しか享受していないので
はと常に苛まれる。しかもその１も妄想かも知れない。だから面白いと開き
直るしかない、のだろうか。

写真提供：WAY	OUT	WEST

撮影：西澤諭志

撮影：井上嘉和

小谷元彦	『Terminal	Moment』（11/11－12/14）

［共催］川上幸子展
『Lineament－線と生成、或いは解体－』（11/26－12/7）

［共催］レクチャー&シンポジウム	「中欧の現代美術」

［共催］『千麗舞台美術展－舞の靈性』

［共催］	予言と矛盾のアクロバット	Ideas	on	the	move	#10	『Stolen	Names』

Kyoto	Art	Center×Asialink;	Asialink	Arts	Residency	Program	2014
ジェイ・コッヘル	オープンスタジオ	「Reading	Air」

休館日（2015年1月4日まで）

［共催］	30回有効のパスポート	カウント	24・23・22
黒子沙菜恵×竹ち代毬也=豊田奈千甫

冬休み芸術体験教室
俳句と書画の教室

［関連企画］	1.	コンサート ［関連企画］	2.	列品解説
－千麗の會、小林衣裳店、
かづら倖

［関連企画］	3.	トーク
長艸敏明（京縫作家）×前原和比古（舞台監督）

［共催］	大人と子どもの日本舞踊体験教室

月イチ☆古典芸能シリーズ
第18回「寄席囃子を知る」

素謡の会・関連企画
「観能ツアー♯6《朝長》《鞍馬天狗》」

［共催］	京都こども能楽囃子教室

KAC	Performing	Arts	Program	2014	/	Contemporary	Dance
「腹は膝までたれさがる」 KAC	Performing	Arts	Program	2014	/	Music

若手作曲家シリーズ3	増田真結×山口茜	モノオペラ「ひとでなしの恋」

明倫レコード倶楽部	【其ノ53】	「音をきく」

KAC	Performing	Arts	Program	2014	/	Contemporary	Theater	Program
演劇計画Ⅱ	－戯曲創作－	「Read	in	Progress」	Vol.5	山崎彬

［明倫WS］	Gg	「朝のゆったりストレッチ」

［明倫WS］	新世界ゴールデンファイナンス	
「新世界ヒップホップファイナンス」

［明倫WS］	渡邉野子	「私だけの美しい世界を描く」

［明倫WS］	このしたやみ	「からだで本をよむ	7」

［明倫WS］	dracom	国際共同制作	『Antigone	Dead	People』	公開稽古＋レクチャー

［明倫WS］	山田珠美	「絵本とダンス」

［明倫WS］	男肉	du	Soleil	連続WS
１．「クリスマスイブダンス」

［明倫WS］	男肉	du	Soleil	連続WS
2．「団長のお気楽ラップ講座	初級編」
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江戸川乱歩が1926年に発表した短編小説「人でなしの恋」。この奇妙

な愛の物語が、増田真結さんの作曲と山口茜さんの脚本・演出に

よって悲哀のモノオペラとして立ち上がります。「人でなしの恋」は、男女の

出会いと別れ、死がある、といったオペラの典型的なストーリーと同じ構造

であるため、音楽にしやすい性格を持っているのだと増田さんは言います。

また、この物語をオペラ作品として再構成するうえで、登場人物が1人のモ

ノオペラという形式がふさわしいとのこと。さらに今回は、歌手だけではな

くダンサーも舞台に登場するという趣向が凝らされています。カウンターテ

ナー藤木大地さんの幅広い声域で役割を演じ分ける声楽に、松尾恵美さん

の個性的な身体表現が重なり合います。この2人をイメージしながら増田さ

んと山口さんは目下、創作に取り組んでいます。

今回の新作モノオペラについて、増田さんと山口さんからそれぞれお話

をうかがいました。

増田
　私の創作の転換点は箏を使うようになっ

たことです。ピアノだと音の高さが決まって

いますが、箏だと一本一本柱を立てて、音

程の微妙な調整ができます。微妙な音に

よって、男と女、現実と妄想、西洋と東洋

などのあいだの境界的なものを表現するこ

とが自分の創作では重要です。箏を使うよ

うになって私の音の世界が固まってきたと

言ってもいいかも知れません。

　今回は、箏やピアノ、打楽器を使用しますが、それぞれの楽器の特有

の音を他の楽器で真似していって、混ざり合っていくような曲を作ってい

ます。叩く、はじくといった演奏方法も真似し合います。ニセモノの音を起

点としていることが今回の音楽の特徴です。

山口
演劇とは違うプロセスで台本を書くのが楽

しくてしょうがないです。音楽家の方と一緒

にお仕事をすることはよくありますが、自分

の制作スタイルも実は音楽的なのでは、と感

じることがあります。理屈で組み立てたり、合

理的な考え方でテキストを書いているわけで

はなく、意識ではコントロールできない音楽

的なリズムを大事にしています。劇作は言葉

を扱う仕事ですが、今回はあえてセリフをで

きるだけ入れないで「身体」と「歌」でどこまでやれるのかに挑戦したいです。

歌詞については、増田さんとの打ち合わせのなかで吉原幸子さんの詩

を引用することになりました。全く違う文脈のもの同士をぶつけた時のあ

る種の衝撃というか、吉原さんの詩が全然違うストーリーラインの中で立

ち上がってくる面白さをいかそうと考えています。

吉原幸子さんの詩を脚本のなかではじめて見たときには、このオペラのストーリーにあまりに
も似つかわしかったために、それが引用だとわからなかったほどです。どのような演出がほど
こされているのかは当日会場でご覧ください！ 古川真宏（アート・コーディネーター）

京都芸術センターが主催する音楽事業KAC	Performing	Arts	Program	/	
Musicでは、講堂や教室など小学校の面影を残す独特な空間を効果的に用
い、音楽ホールよりも身近で濃密な音楽体験の場をつくり出すことを目指して
きました。今年度は、京都の音楽シーンをさらに盛り上げるべく3人の若手作
曲家に焦点を当てます。

─まずは京都芸術センターで制作しようとしている作品やリサーチテーマ
についてお話し下さい。
今回のレジデンスのテーマとしては、「目に見えない」あるいは「非物質

的」なものをいかに具体化するかに関心があります。特に私はメモリアリ

ゼーションと喪失についての認識や、過去の情緒や雰囲気が遺跡や場所、

オブジェクトにいかに保たれているかについても興味を持っています。それ

らは「エネルギー」のある種の形であり、物事に対する我々の知覚に影響を

及ぼすものだと思います。日本の文化には、特に神道や仏教、禅哲学の複

雑な歴史の中に、こうした考えにつながる興味深い側面がたくさんあるの

ではないでしょうか。京都では、神社仏閣を訪ねてリサーチし、そこに漂う

香や音、イメージを通して、そうした特別な場の本質を表現することに取り組

み、物質的に捉えきれない「美」の側面を嗅覚で描き出そうと試みています。

─オーストラリアのコンテンポラリーアートの現状、とくにアーティストを取り
巻く環境について教えてください。
オーストラリアでは、アーティストがアートだけで生活することは容易では

ありません。アート業界は競争社会といえます。ただしよい仕事をみつけるこ

とは、どんな業種においても大変ではないでしょうか。

ほとんどの州都にはコンテンポラリーアートを扱うスペースがあって実験

的な作品を奨励しています。そうした「実験的な作品」には新しいメディアやイ

ンスタレーション、インタラクティヴな作品、パフォーミングアーツも含まれて

います。一般的に政府からの資金援助がこれらのアートスペースにはありま

すが、そうした資金がなければその運営は成立しないでしょう。

オーストラリアは歴史と文化において日本とは大きく異なります。我々の歴

史はまだ若く、日本のようには工芸や美を日常に取り入れる文化が根付いて

いないかもしれません。あるいは文化の多様性や複層性の枠を広げる程の

人口に恵まれていないかもしれません。

今国際的に、アボリジニのアーティストがとても注目されており、彼らをサ

ポートする地域のアートセンターが数多く存在しています。彼らの作品の大

部分は絵画や彫刻作品です。都市生活を送る優れたアボリジニアーティスト

がたくさんいますが、彼らのなかには歴史やオーストラリアの人種問題に根

付いた非常に政治的な作品をつくるひともいます。

─あなたの作品剏作にとって大事なものは何ですか。
十分に整った環境でなくても、その中で試行錯誤しながら新しいアイデア

や剏作方法を探ることを楽しんでいます。最初から自分がつくるものに対し

て明確なヴィジョンをもっている訳ではありませんが、新しいアイデアやプロ

セスを形にする上でゆらぎや変化の余地のあることがとても大事な要素だと

思います。私は身体と物体の結びつき、そしてその結びつきから物や場所、

空間がパワーやエネルギーをいかに受け継いでいるのかについても興味を

持っています。私にとって物質文化はとても興味深いものです。周囲にあるテ

クノロジーや物によって絶えず我々自身が変化しているということを面白く感

じています。同時代のテクノロジーや職人の技術に心を惹かれます。職人の

ようにつくり込まれた作品を生み出すことに誇りを感じています。
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KAC Performing Arts Program 2014 / Music

若手作曲家シリーズ3  増田真結×山口茜

モノオペラ『ひとでなしの恋』

KAC Performing Arts Program 2014 / Music
若手作曲家シリーズ3  増田真結×山口茜
モノオペラ 『ひとでなしの恋』
日時：	12月20日（土）開場17:30	開演18:00	　会場：講堂
作曲：	増田真結（作曲家）　脚本・演出：山口茜（劇作家、演出家）
出演：	藤木大地（カウンターテナー）、松尾恵美（ダンス）
演奏：中川佳代子（箏・地歌三絃）、中村圭介（ピアノ）、上中あさみ（打楽器）
料金：前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）

増田真結 （ますだ まゆ）
京都市立芸術大学卒業（音楽学部賞、京都音楽協会賞）、及び同大学院音楽研究科修士課程修了（大学院

賞）。ドイツ・ブレーメン芸術大学へ交換留学。音律と種々の「うた」を中心に創作を続けている。第10
回東京国際室内楽コンクール第3位入賞、第23回現音作曲新人賞受賞、第15回及び第18回奏楽堂日
本歌曲コンクール作曲部門一般の部第2位入賞、第78回日本音楽コンクール作曲部門入選。日本の
音楽創作の研究・普及団体であるJCMR	Kyotoの一員として、平成25年度京都市芸術文化特別奨励
者に認定。神戸女学院大学、京都市立芸術大学非常勤講師。

PROFILE

山口茜 （やまぐち あかね）
劇作家、演出家。第10回OMS戯曲賞大賞、若手演出家コンクール2006最優秀賞、2007年－2009年
文化庁新進芸術家海外留学制度研修員としてフィンランドに滞在。文化庁芸術祭新人賞、龍谷新人
賞を受賞。主な劇作、演出作品にトリコ・A演劇公演2013「つきのないよる」、主なテキスト提供作品
に、京都芸術センター10周年記念「式典」、瀬戸内国際芸術祭参加	作品／南	果歩×小野寺修二「人魚
姫」、カンパニーデラシネラ「赤い靴」など。アトリエ劇研アソシエイトアーティスト（2015年－2017年）、龍
谷大学非常勤講師。

松尾恵美 （まつお えみ）
3歳よりクラシックバレエを始める。2006年に京都造形芸術大学	映像・舞台
芸術学科に入学。在学中ダンスカンパニーKIKIKIKIKIKIに所属し、国内外の
ツアーに参加。大学卒業後、フリーに活動。これまで、様々な振付家・演出家
の作品にダンサー及び俳優として出演。近年の出演作品は、寺田みさ子『アリ
ア』、矢内原美邦『スモールアイランド』、デディエ・ガラス『ことばのはじまり』
など。自身の振付作品に『羅列する』『Fitback?』『形創（こわれ）る』がある。

「ひとでなしの恋」あらすじ
物憂げな美青年の門野に嫁入りし、周囲から祝福と羨望のまなざしを受けた
19歳の京子。しかし結婚から半年たち、門野の愛情に疑問を抱きはじめた京
子は夜な夜な外出する夫の後をつけるようになる。ある日、とうとう蔵の二階
から夫と愛人の睦言が聞こえてくる。嫉妬にかられた京子は夫の目を盗んで
蔵の中へと忍び込むが、そこには愛人はおろか人がいた痕跡すら見あたらな
かった。果たして夫の愛人とは……
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ジェイ・コッヘル オープンスタジオ

今回京都芸術センターのアーティスト・イン・レジデンスプログラムでは、マイ
ヤー財団とメルボルン大学が支援するNPO団体Asialinkと提携を結び、オース
トラリアを拠点とするアーティスト、ジェイ・コッヘルを招聘。10月20日より京都
芸術センターにて滞在制作を行い、12月20日（土）~12月26日（金）にかけて、制作
室4でオープンスタジオ「Reading	Air」を開催します。最新技術とクラフトワーク、
民俗学への造詣を融合させ、巧緻な造形作品を創り上げてきたジェイ・コッヘル
に現在制作中の作品についてインタビューを行い、日本ではまだ馴染みのない
オーストラリアのコンテンポラリーアートを巡る状況についても話を伺いました。

「Reading	Air」とは文字どおり「空気を読む」。初めての日本で京都に漂う空気に何を読み取る
のか。制作室で繰り広げるジェイの実験に注目です。 芝田江梨（アート・コーディネーター）

ジェイ・コッヘル Jay Kochel
キャンベラを拠点に活動するアーティスト。オーストラリア国立大学（ANU）にて
ビジュアルアートの博士号を取得。自身の研究ではオックスフォードのピット・リ
ヴァーズミュージアムやパリのケ・ブランリ美術館等の呪術道具や工芸品のコレク
ションを調査。また彫刻及びインタラクティヴメディアの学部課程を修了する前に、
法人類学の修士課程を修了。人類学のアンソニー・フォーゲ賞、ANU栄誉スカラー
シップ、ANU	CASS	PhDスカラーシップ、ナイル・ロバーツ賞を受賞。ANUの副学長招聘特別研究員。

PROFILE

藤木大地 （ふじき だいち）
2012年、日本音楽コンクール第１位。カウンターテナーとして史上初の優勝者
となり、話題となった。13年にボローニャ歌劇場にデビュー。さらにはウィー
ン国立歌劇場と2014/15シーズンの客演契約を結ぶなど、国際的な活動を展
開する現在最も注目を集めるアーティストのひとりである。東京藝術大学卒
業。新国立劇場オペラ研修所修了。新国立劇場にテノールとしてデビュー後、
ボローニャ、ウィーンに留学。11年にカウンターテナーに転向。12年国際ハン
ス・ガボア・ベルヴェデーレ声楽コンクール世界大会にてハンス・ガボア賞を受
賞。宮崎市出身。ウィーン在住。

「Reading Air」 Air	Study “Votives	for	Little	Hans,	2012”
photo	by	Brenton	McGeachie

ⓒK.Miura

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter
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